
参加無料参加無料

証券投資に興味をお持ちの皆さん。まずは基礎知識の習得から始めてみませんか？

NPO法人エイプロシス大阪事務所 電話：06-6223-1065
住所：大阪市中央区北浜1-5-5　大阪平和ビル4階

開 催 講 座

マネープランと資産運用入門講座

1日で学ぶ！ 株式投資基礎講座（大阪）

マネープランと投資信託基礎講座（阿倍野）

未経験者のための株式投資基礎講座

大人のやさしい経済教室

2013年1月16日、17日 19:00～20:15

2013年1月10日（木） 10:30～16:10

2013年1月26日（土） 10:30～16:15

2013年1月28日、29日 19:00～20:15

2013年1月24日（木） 13:40～16:50

開 催 日 時 開 催 会 場

エイプロシス で 又は検索

ネットをご利用の場合（この方法が一番早くて便利です）

から「初心者向け無料セミナー」のページをご覧ください。

電話をご利用の場合

http://www.aprosis.com/ （平日の9：00～17：00）
06-6223-1065まで

◆特定非営利活動法人：投資と学習を普及・推進する会
（略称：エイプロシス）が開催する証券投資関連の基礎講
座では、証券投資の基礎知識を体系的に学ぶことができる
ようになっています。
◆貴方の“人生設計の一助”として、ご活用ください。（参加は
無料、営業行為は一切ありません。）
◆下記以外でも講座があります。 エイプロシス 検索のホーム
ページでご確認ください。

お問合せ先

大阪市立総合生涯学習センター  第1研修室
（最寄り駅 ： 地下鉄　梅田駅）
阿倍野市民学習センター　講堂
（最寄り駅 ： 地下鉄　阿倍野駅）
ブリーゼプラザ　805会議室
（最寄り駅 ： 地下鉄　西梅田駅）
北浜フォーラム　A会議室
（最寄り駅 ： 地下鉄　北浜駅）

ブリーゼプラザ　805会議室
（最寄り駅 ： 地下鉄　西梅田駅）

参加
ご希望の方

NPO法人 エイプロシス　大阪事務所が主催する講座で

学んでみませんか  証券投資

検索いちょうネット

をご活用ください！！
講座・イベント情報をもっと知りたい方は…
分野、開催日、場所などから講座・イベント情報を検索できます。

メールマガジンに登録しよう！
事前にご登録いただくと、毎月1・11・21日に希望ジャンルの
講座・イベント情報をあなたのパソコンにメールでお届けします。

「いちょう並木」に
掲載しきれない情報がいっぱい!! 
随時、新しい情報を提供しています。

こまめにチェックしてね。
いちょうネットいちょうネットいちょうネット
（大阪市生涯学習情報提供システム）

チェック

チェック

osaka
KEYword大阪を知るための 100 の言 葉と モノの世 界

と馴染みを重ね、妻のお辰に無断で借金をする。それ
が発覚して今後一切、縁を切ると約束しながらも、
結局、哀れ二人は心中するのである。年の瀬に
起こった悲劇が、近松らしい美しくも強い文章で書き
あげられている。

　と、話が深刻になったところで。ここからは1月号の
分として、芭蕉の正月の句をとりあげる。貞享5
（1688）年、故郷・伊賀上野で新年を迎えた芭蕉は、
行く年の名残を惜しんで大晦日から酒を呑んでいる
と、久しぶりの帰郷でリラックスし、寝正月になってし
まった。俳聖芭蕉もまた人の子だったんですな。そこで
次の句、

元禄4（1691）年の正月には次の句も、

　東海道を往来する旅人の土産であった大津絵に
は、色々な仏さまが描かれたが、年始の初仕事に職
人が、どの仏を選んで描くのだろうといった意味。元
日から三日間、口を閉ざして句を作らず、四日に作っ
たという設定も、この句自体、三ヶ日が明けての新年
の初仕事の句であることを示している。
　ということで改めまして新年おめでとうございます。
私もそろそろ仕事をしないと、またまた来月の原稿締
めきりに追われることに…。

　月日は百代の過客にして、この一年も過ぎ去ろうと
している。本誌12月・１月合併号の原稿を書いている
わけだが、元禄時代を代表する文豪、井原西鶴
（1642─1693）、松尾芭蕉（1644─1694）、近松門左
衞門（1653─1725）で年末年始をまとめてみよう。
三人とも大阪と関係が深い。西鶴も近松も大坂が活
動の本拠だが、芭蕉も南御堂前の花屋仁右衛門邸
で没し、御堂筋の緑地帯に、終焉の地の碑※がある。
　まずは12月号だ。年末といえば「節季払い」、江戸
時代の商家では、盆と暮れにまとめて集金する習慣
があった。それを鋭く浮世草子にしたのが西鶴の
『世間胸算用』（元禄5年 1692出版）である。大晦日
にくりひろげられる貸し手と借り手の駆け引き、手練
手管を五巻二十編に描く。副題もなんと「大晦日は
一日千金」。年の瀬にしたたかに生きる庶民の姿を
活写する。第一話のタイトルからして「流行小袖は
千種百品染、大晦日の振手形如件」で、西鶴らしい
ユーモアと哀感が漂っている。
　一方、人形浄瑠璃の大劇作家・近松も12月のドラ
マを書いている。宝永4（1707）年に道頓堀で初演さ
れ、いまも文楽や歌舞伎で上演される、有名な「心中
重井筒」である。舞台は12月15日、大坂上町にある
紺屋（染め物屋）である。
　幕が開くと、正月前なのに店にいるよりも外を出歩く
主人・徳兵衛を、丁稚が替え歌で、「正月の前の際々
に旦那ン殿 外が内、お神酒過してうかうかと…」と
小馬鹿にし、商売はお内儀のお辰に任せっぱなしで、
注文を受けた誂え物やら、年末の支払をどうします
ことやらと心配する。徳兵衛は入り婿だが、遊女お房

筆者プロフィール 大阪大学総合学術博物館館長／大学院文学研究科教授。1958年、大阪市生まれ。東京芸術大学大学院修了。大阪市立近代美術館建設
準備室主任学芸員を18年間つとめ現職。専門は日本美術史。展覧会では「没後200年記念 木村蒹葭堂─なにわ 知の巨人─」「北野恒富展」
「没後80年記念　佐伯祐三展」などに携わる。編著に『大大阪イメージ─増殖するマンモス／モダン都市の幻像─』（創元社）など。橋爪 節也 はしづめ せつや
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近松門左衛門墓碑前
（大阪市中央区谷町8丁目）
7丁目の交差点を南下すぐ
谷町筋の東側

芭蕉句碑
（南御堂境内）

井原西鶴終焉之地碑
（大阪市中央区谷町3丁目）
3丁目の交差点を南下、
谷町筋の東側 ※上の写真、「芭蕉句碑」とは別です。

井原西鶴終焉之地碑
（大阪市中央区谷町3丁目）（大阪市中央区谷町3丁目）
3丁目の交差点を南下、
谷町筋の東側
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